
“ものづくり”のベストパートナー

触媒被毒試験および評価

被毒物質の触媒に与える影響評価と課題解決支援

被毒物質の触媒に与える影響を評価し、課題解決を支援いたします。

近年、自動車排ガス浄化、燃料電池、化成品合成などさまざまな分野で、高性能触媒の開発が進められています。一方、

触媒の特性を劣化させる被毒物質の存在から その影響を評価することが必要不可欠とな ています触媒の特性を劣化させる被毒物質の存在から、その影響を評価することが必要不可欠となっています。

当社は、製鉄や環境エンジニアリング分野などにおいて、ガス改質・合成、水素エネルギー変換など、触媒反応・利用評価

のための実証試験に数多くの実績があります。その知見を活かし、触媒の特性評価試験、被毒・劣化試験、耐久性試験など

を実施して、お客様の技術課題解決やプロセス開発のお手伝いをいたします。

触媒被毒試験装置と長期試験事例

被毒物資の触媒反応影響を評価するために、微量ガス流量制御機能を備えた触媒被毒試験装置の基本構成を図1に示し

ます。本装置を活用して、各種ガス条件・温度条件における、触媒被毒試験、触媒長期耐久試験に対応いたします。図2に長

期の触媒被毒試験例を示します。試験開始から50時間を越えたあたりから触媒の転化率の低下が認められます。
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図2 被毒試験例図1 触媒被毒験装置の基本構成
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ガス流量
10cc～10L／分程度
MFC：マスフローコントローラー

主な特徴 仕様・機能

各種ガスの触媒反応評価が可能
H2、CH4、NH3、O2、CO、CO2、NOX、SOX、H2O

その他、各種混合ガスなどの多様なご要求にも対応可能

多様な処理条件への対応が可能

触媒量 1～5ｃｃ ガス流量 ～10L/分程度

温度 室温～1500℃、圧力 0.1～0.99MPa

自動分析計（GC-TCD）を装備し、長期耐久試験に対応

その他

• 触媒の焼成、還元処理他、各種条件の熱処理にも対応いたします。

• お客様の試験・評価仕様にカスタマイズした、試験装置の設計・製作も可能です。
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